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T.S.エリオット研究の未発表一次資料をめぐって
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I
T.S.エ リオットの没後20年にあたる1985年が
近づくにつれて,エリオット研究も新しい段階に
入りつつあるように思われる｡作家や詩人の死後
20年というと,伝記や回想録が出版され,いくつ
もの新事実やら新資料が公表されて,作品の解釈
もあるものは改められ,またあるものは大きく変
わって,その人間像がある程度固まり,それまで
の事実訂正,解釈訂正の作業から,本格的なテク
スト中心の,作品そのものを見つめる時期に入る｡
もちろん,以後も新資料の発見とか公表とかは
続くであろうし,またそれによって解釈に新たな
光が投げかけられるということも起きてゆくであ
ろうが,いわゆる批評と実証的研究との相互のつ
り合いがとれて学問的な研究が安定期に入るの
は,今世紀の詩人などの場合,ほぼこのころと言
ってよいであろう｡
エリオットについては,たとえば,かなり以前
から準備が進められていると伝えられる書簡集の
出版は もう少 し先のことであろ うし,T.S.
Matthewsがその伝記の中ではじめて紹介した,
エリオットのEmilyHaleあての1000通を越す手
紙その他の資料は,へイル自身のプリンストン大
学図書館-の寄贈の条件として2020年まで一切公
表されないことになっている｡しかし,Lyndal
Gordonのものをはじめとするいくつかの伝記,め
るいはThelyasteLandの原稿のファクシミリ
版に付けられたエリオット夫人の序文などによっ
て,彼の詩が置かれるコンテクストが,1960年代
までとは大きく変わってきたことは事実である｡
そして,この伝記的研究の傾向は,書簡集の出版
後まで,もうしばらく続いてゆくと思われる｡
また,伝記的事実だけでなく,｢事実としてのテ
クスト｣を論ずる研究も,E.MartinBrowneの
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TheMakingofT.S.Eliot'smZyS(1969)に始
まり,さきのTheWasteLand:AFacsimileand
T71anSCriptoftheOn'ginalD71afts(1971)およ
びこれを論ず る数多 くの研究,そ してHelen
GardnerによるThe Composition of F`our
Quartets'(1978)と,次第に主要作品の成立に関
する実証研究が積み重ねられてきている｡
こ うした経 過 の な か で の1969年 の The
CompletePoemsandPklySOf T.S.Eliotと
DonaldGalupのT.S.EliotIABibliography,
そして1984年秋に予定されているTheComplete
PoemsandPk7ySをもととしたコソコ-ダンスの
出版は,エリオットのoeuvreをほは確定すると
言ってよいであろう｡エリオットは,エッセイや
創作的散文を積極的に作品と考えたポール ･ヴァ
レリーなどと違って,自分の書いたもののうち詩
と詩劇のみを ｢作品｣と考え,エッセイ自体は,
特別なものをのぞき,自己の文学的,社会的主張
の手段としてのものと考えていた｡従って,われ
われは,TheCompletePoemsandPhZySをもっ
て彼の全詩集,あるいは全作品集と考えることが
できよう｡これは,ColectedPoems1909-1962
(1963)とColectedPklyS(1962)紅oldPossum's
BookofPyiaCtl'calCats(1939)を加え,さらに
PoemsWriteninEarlyYouth(1950,1967)杏
Appendixとして加えたものである｡1920年の詩
集'Am VosPrecに一度だけ載り,以後全く収録
されない問題の"Ode"と,いくつかのいわゆる
occasionalな詩をのぞけば,これがエリオットの
発表した詩と劇の全作品となる｡
詩と劇はこうして約600ページの-巻本にまと
められているが,これに収められた個々の作品の
初出や出版に関する記録,また,数多くの批評集
と,それらに収録されたものやされなかったもの
すべての書誌,つまり,エリオットが残したすべ
ての一次資料のほぼ完壁な書誌学的研究が,T.S.
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Eliot.･ABibliography(1952,rev.ed.1969)であ
る｡かなり詳細なdescriptionの付いたこのビブ
リオグラフィーによって,発表された全作品,全
著述の全体像と書誌学的データを確認することが
できる｡
文献学的編集の模範と謳われた, ドイツのゲー
テ全集に倣ったといわれるわが国の岩波版 『擬石
全集』のように,いわゆる作品だけでなく批評,
短文,日記,書簡,そして蔵書の書込みに至るま
で,断簡零墨のことごとくを集めるといった全集
が英米で出版されることはまずない｡作品以外の
文章は,その重要なもののみが選集として超めら
れ,専門的研究者や,何か特別な目的を持つ者の
みが気にするような文章は,ビブリオグラフィー
をたよりに雑誌や本や新聞にあたるというのが普
通である｡そして,エリオットの場合,現在入手
できる形でまとめられている文章は,発表された
ものの三分の一にも満たないであろう｡ちなみに,
詩や散文の初出の記録をなす,このビブリオグラ
フィーのSection C (Contributionsby T.S.
EliottoPeriodicals)に記載されたものの数は,
編集者への手紙として掲載されたものやイソタビ
ューの記錠,そして彼が編集していたCriten.on
の編集後記 ("ACommentary")のようなものま
で含めて681にのぼる｡こうした数多くの文章の検
索がこの書誌によって容易になり,また作品発表
の正確なクロノロジーが得られるようになった｡
こうした意味で,この書誌はェリオット研究のう
えでの総記的二次資料のうち第一に挙げられるも
のであって,批評的研究にも,またそれ以外の実
証研究にも欠かせないものである｡
そして,1984年秋には,TheCompletePoems
andPklySOfT.S.Eliotを底本としたコンコー
ダンスが出版される予定である｡コンコーダンス
が出るということは,そのもととなるテクストが
確立されなければあり得ないわけであるが,1969
年に出された TheCompletePoemsandPklySを
テクストに選んだということは,原則としてこの
版をもって以後の定本とするということと考えら
れる｡しかし,本格的なテクスト校訂の仕事には,
現存するすべての原稿,校正刷,初出テクスト,
異本,現行本を含む膨大な比較校合の作業が伴う
のであって,本当に現在のComplete版が,細部に
わたるまで定本として耐えうるものかどうか,疑
問が残るのである｡
さきに述べたとおり,この1969年版全作品集は,
1962年 のColeciedPhZySと1963年 のColected
Poemsを合わせたものがその主体であり,この二
種は,1957年のRobertLBeareによる"Notes
ontheTextofT.S.Eliot:Variantsfrom
RusselSquare"などのテクスト研究を参照して
あるとは思われるが,いずれも完全なテクスト批
判の作業を経たものではない｡最近でも,A.D.
Moodyが ThomasStearnsEliotIPoet(1979)
のAppendixA:AbouttheTextofthePoems
の章で,エリオットの意図によるものと思われる
ものと誤植に頬するものとを分けて主要な異同を
掲げ,また,詩の意味や音楽性にかかわる重要な
ことでありながら軽視されているテクストの一面
として,詩行,詩句のあいだのspacingの問題を指
摘している｡
こうした異同は,一般読者の立場からは異本と
す るに足 らないpunctuationやcapitalization,
hyphenationの異同に関するものがほとんどであ
るが,1925年のPoems1909-1925以来,-1)オ
ットの詩集のイギリス版はすべて,彼が長年勤め
たFaberandFaberから出ているにもかかわら
ず,未だにかなりの数の細かい異同を残している｡
Beareの論文の副題を借 りて言えば,"Variants
from RusselSquare"は末だ完全に校訂されて
はいないということである｡(ところで,現在の
Faberand FaberはRussel Squareではなく
QueensSquareにあることを申し添えておく｡)
ロンドンのFaberandFaberが,このコンコー
ダンスの出版を,はじめ1983年春と予告しながら,
これが大幅に遅れているのも,おそらくこの本文
確定上のいくつかの問題があるからではないかと
推測されるが,ここではこれ以上この問題には立
ち入らない｡ただ,こうした問題の代表例として
ひとつだけ,The WasteLandの102行目"And
stilshe≦垂垂,andstiltheworldpursues,"(下
線筆者)を挙げておく｡筆声は,以前からこの"stil
she生麺坦"という過去形に疑問を持っていたが,
ムーディによれは,初出および初版以来のすべて
の版に見られるこのHcried"は誤 りで,Colected
Poems1909-35の校正刷に見られるエリオット
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の指示に従って"Andstilshe生垣けが正しいの
ではないかと指摘する｡これなら,同じ行の"and
stiltheworldpursues"と対応して疑問は起こら
ない｡しかし,1971年に出版されたこの詩のタイ
プ原稿を見ると,初出および現行のものとほぼ同
じ"Andstilshecried(andstiltheworld
pursues)"となっていて,これはいずれを採るか,
大変複雑な問題である｡というのも,のちに述べ
るJohnHaywardのエ リオット･コレクションの
中に保存されているこのColectedPoems1909-
1935の校正刷は,この詩についての他のいくつ
かの指示,た とえは13行 目の"arch･duke'sMを
"archduke'S"と正 し,また259行 目のHOCity
city"を"0CityCityHと指示する点ではタイプ
原稿と一致していて,この校正の持つ-1)オット
の裏付けの強さを証拠付けるからである｡この例
ひとつからもわかるように,校訂の作業は機械的
な処理のできない,時間のかかる仕事である｡な
お,TheWasteLandのテクス トの問題に関して
はDanielWoodwardの"NotesonthePublish-
ingHistoryandTextofThelyasteLand"が詳
しく,これによれば,ファクシミリで出版された
タイプ原稿以外にも,3種のprinter'scopyが現
存していることが指摘されている｡
ⅠⅠ
さて,この論文の主眼は,エリオット関係の公
刊されない研究資料,つまり発表されたテクス ト
以外のさまざまな第一次資料および伝記的資料を
多く所蔵する,二つの代表的なコレクションの概
要を明示し,そのうちの,筆者が実地に閲覧調査
できた一部についての簡単な報告を行 うことであ
るが,こうした内容に入る前に,一般的に研究資
料と呼ばれるものの範囲をここで確認しておきた
い｡
まず,資料は,作者自身によって残されるもの
と,作者以外の人々によって残されるものとに分
摂できる.
A 作者自身によって残された諸資料
A-0 校訂作業を経て確立されたテクスト (Colat-
edEdition)
-1 発表された諸テクスト(PublishedTexts&
Editions)
a 初出以後の異同を含むテクス ト (Texts
withVariants)
b 初出テクスト (EarliestText,FirstEdi･
tion)
-2 校正刷 (GaleyProof)および印刷用完成原
稿 (Printer'sCopy)
-3 原稿 (Manuscripts),草稿 (Drafts)
a 発表された作品の原稿,草稿(未発表部分を
含む)
b 未発表作品の原稿,草稿,あるいは校正刷
-4 作品テクスト外の諸資料
a 作者自身のさまざまな文章
b 手長氏
C インタビュ ,ー講演記錠等
d 自作朗読の記録,レコード等
e 蔵書および蔵書への書込み
f 写真その他所持品
B 作者以外の手による主として伝記的資料
B-1 作者の家族に関する公私の記録,資料
a 家族,本人についての公式の記録,文書等
b 家族によって書かれ,発表された文章
C 手紙その他,本来公表されないもの
d 作者およびその家族の公私にわたる写真
-2 作者の友人,知人等による公私の記録
a 周辺の人物による回想,エッセイ等,発表さ
れたもの
b 周辺の人物の手紙,日記等,本来私的な文章
C 周辺の人物についての伝記的記述で作者に
関連のあるもの
d 作者に関係のある写真
この論考で扱 うのは,主としてA-2からAI4,
そしてB-1,つまりギャラップのBibliogylaPhyの
扱 う範囲外のものである｡対象となるのは,アメ
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リカの代表的な二つのエリオット･コレクション
であるが,イギリスにおける主要なコレクション
としては,ケンブリッジのKing'sColegeに所蔵
されるJohnHaywardのコレクションが挙げら
れる｡これは,エリオットが永年にわたって友人
-イワードに手渡していた原稿,初版本,所蔵本
等の資料であり,特に後期の詩劇とThe Four
QMrteLsの研究には欠かせないものであるが,-
レン･ガードナーの TjleCompositionorFour
Quartets'(1977)で既に詳しく触れられており,
また筆 者 も,1978年 に書 いた論 文 "Notes
TowardstheUnderstandingofTheWasteLand
(II)"(Ru7Sica,No.6,91-100)のなかで,このコ
レクションの目録Hand-Lbtof the Lite71a7y
Manuscripts in ike T.S.Eliot Colection
BequeathedtoKing'sColege,Cambridge,by
JohnDavyHawayd in 1965 (Cambridge:
UniversityPrinter,1973)を引用して概要を述べ
たので,ここでは繰り返さない｡
アメリカ国内にある,-ーヴァ-ド大学および
ニューヨーク市立図書館以外の諸資料のリストと
しては,MLAのCommittee on Manuscript
Holdingsの編 集 に よるAmerican Lite71ary
Manuscripts, A Checklistof Holdings in
Academic,Historical,andPublicLibyiariesin
theUnitedSおtes(TexasUniv.Press,1960,
1971)およびJ.AlbertRobbinsによる,その同名
の改訂版 (Univ.ofGeorgiaPress,1977)の中の
エリオットの項が詳しい｡これによると,上記の
二つをのぞく最大のコレクションは,2020年まで
公開されないプリンストン大学のものを別とすれ
ば,テキサス大学のエリオット･コレクションの
ようであるoBeatriceRicksのT.S.Eliot:A
BibliogyaphyofSeconda7yWoT:ks(1980)によれ
は,AlexanderSacktonの手になるThe T.S.
EliotColectionattheUniversity of Tems
(TexasUniv.Press,1975)というカタログがあ
るそうであるが,筆者は未見である｡
ⅠⅠI
1 TheHoughtonLibrary,HarvardUniver･
sity
さて,まず--ヴァ-ド大学のホ-トン･ライ
ブラリー所蔵のエリオット関係資料から述べる｡
この比較的小さな図書館は,Harvard Colege
Libraryが所有する稀観本や原稿等の特別資料を
専門に保管し,研究者の調査閲覧に供することを
目的とした塩関で,その建物は,ColegeLibrary
の主体をなすWidnerLibraryのすぐ東側に位置
する｡
ここに所蔵されるエリオット関連の資料は,そ
のほとんどが,彼の兄HenryWareEliot,Jr.
(1879-1947)によって集められたもので,エリオ
ットの青年期まで,および彼の両親や兄,姉たち
についての資料コレクションとしては他に例をみ
ない包括的なものである｡
その内容は,MurderintheCd7hedralとThe
FamilyReunionの原稿,草稿煩と,1930年代から
50年代にかけてのエッセイのタイプ原稿をのぞけ
ば,手紙や記録文書,母親の作品,家族の手で保
存されたェリオットについての新聞雑誌記事の切
り抜き,写真といった伝記的資料であり,これら
は閲覧上の扱いから二種頬に分けられる｡
そのひとつは,ReadingRoomに準備されてい
るT.S.EHot/Family Papers/The Houghton
Library/1963というタイ トルの付いた,16ペー
ジにわたる目録 (分類番号6MSAm 1691,Re-
stricted)に記載された142点の原稿,手紙煩で,
これは閲覧上の扱いがHRestricted"となってい
るように,ロン ドンのエ リオット夫人の許可
(writtenpermission)を得ないかぎり見ること
ができない｡
もうひとつは,ReadingRoomでの閲覧許可登
錠の手続きさえすれば,その場でカウンターに閲
覧を請求できる伝記的諸資料で,これは閲覧室に
続 くIndex Card RoomのPrinted Books
Catalogueの中に,エリオット関係の貴重本の図
書カードと並んで,4枚にわたるhdexCard(質
料分類番号'AC9/EL464Zzx[cards1-4].およ
びこの分類資料のDetailedcatalogue[Zzy,card
4])があり,まずこの4枚のカードにその全体が
簡略に記載されている｡このコレクションの由来
を説明する1枚目のカードの記述を以下に引用す
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る｡
Colectionofmiscelaneousmaterialrelating
toT.S.Eliot:geneologicalandbiographical
records,photographs,newspaper& magazine
clipplngS,etC.,etC.;begunin1917byH.W.Eliot,
jr.,andkeptuntilhisdeathin1947;continuedby
hiswife,TheresaG.Eliot.
そして,以下4枚にわたって,fileboxes1-ll
(27.5×40cm)およびポートフォ1)オ･サイズのも
う1箱 (62.5×48cm)[以上Ei464Zzx]の内容
が記載され,DetaHedCata一ogueoftheabove
coHection.compiledbyM.A.CauchonLEI464
Zzy]が用意されていることが明記されている｡こ
のそれぞれの箱に,大判の紙袋ごとに分類された
資料が収められており,この総体は膨大な点数に
のぼる｡
この二つのグループにわたる資料と,のちに述
べるBergColection所蔵の未発表資料などを全
面的に活用し,はじめて世に紹介したのが,ゴー
ドソのEliot'S励rlyYews(1979)である.これ
以前の伝記的著作には,このホ-トン所蔵の資料
は使用されていないが,それは,エリオットの生
前の意志に従った夫人が,協力および資料閲覧を
拒んだためと思われる｡
RobertSencourtの T.S.Eliot:AMemoir
(1971)の編集責任者であるDonaldAdamsonの
Forewordの注によれば,エリオットの遺言に加
えられていたと伝えられる1963年9月30日付のメ
モランダムに,遺言執行者は,彼の伝記が書かれ
ることに協力したり,そうした計画に同意を与え
てはならない旨明記してあるという｡そして,T.
S.マシューズのGreatTom(1974)のAcknow1-
edgementsにも,夫人が協力を拒んだこと,そし
てそれとともに,どうやらこのころ,彼女が夫の
伝記について,ひとつの決定を行ったらしいこと
が記されているO
つまり,彼女がいくら拒んでも,伝記は次々に
書かれて行き,また,不正確な内容やジャーナリ
スティックな臆測が広まる一方,彼女の死後まで
多くの資料を非公開にできない以上,彼女の生前
に,エリオットの作品と人間に理解のある人物を
一種のofhcialbiographerとして選び,その人物
に積極的に協力して満足のいく伝記を世に出すこ
とにより,その執筆中およびその出版までの期間,
資料公開をその人物一人に制限するというやり方
である｡(研究を目的に未発表資料の調査を許可し
た場合,その研究が終了し,出版されるまでは,
同一資料は原則として他の研究者には引用を許さ
ないのが慣例である｡)こうして,1977年にオクス
フォード大学出版局から出されたのが,ゴードン
の伝記的研究である｡
合計12個にのぼるファイル ･ボックスのうち,
筆者が実際に見たものはBoxlだけであるが,こ
の中に,エリオット家に関する文書や,祖父,父
演,兄や姉たちに関する手紙や写真その他の資料
にまじって,母親Charlotteの発表した詩のスク
ラップブックを中心とする,母親関係の資料(Box
1,envelope10)がある｡この中の,1910年4月3
日付の大学卒業を前にした息子への心あたたまる
手紙や,スクラップブックの中に切り抜かれて保
存された母親の詩については,既にゴードンの研
究の数カ所に記述があって (pp.4-6,44,60,87-7,
94),母親の書き続けた聖者や予言者,殉教者な
どを題材とする宗教的モティーフの詩がいくつ
か,部分的に引用あるいはパラフレーズの形で言
及されているが,その数は総数のうちわずかのも
ので,エリオットの初期の作品,特に次のBerg
Colectionのところで述べる未発表ノートに記さ
れた1911年頃から1914年頃までの,神秘主義的内
容と殉教者の姿をテーマとしたいくつかの詩と,
母親が新聞につぎつぎに発表した詩には,奇妙な
類似点と差異とがある｡
筆者は,ゴードンの研究が出版されたときから,
この母親の詩作とエリオットの作品との関連に注
目し,また,まえに述べた"Notestowardsthe
UnderstandingofTheWasteLand(II).AThe
W`ater-DrippingSong'andPartV"で,エリオ
ットがTheWasteLand全体の中で最も優れた
部分と信じていた,最終章の"Hereisnowater
butonlyrock"に始まる29行 (l.33ト58)と,そ
の部分に対して彼が付けた注の中で引用 した
ChapmanのHandbook of Birdsof Bbtern
NorthAmericaという本の暗示するものについ
て論じたことがあった｡このChapmanのHand-
-85-
bookというのは,キt/グス･コレlyジのエリオッ
ト･コレクションの中にエリオット所蔵本が保存
されてお り,これには母親の筆跡で"Thomas
StearnsEliot.Sept.26th1902"と書かれている
が,この本を-イワードに与えた際 (1928年6月
18日,エリオット39歳のときである),エリオット
は,この筆跡が母親のものであること,そしてこ
れが彼の14歳の誕生日を記念する母からの贈物で
あり,その頃の彼が長い間ほしがっていた本であ
ることを,2行のメモとして書き込んで-イワー
ドに渡しているのである｡
乾ききった荒地の岩場をモティー7とするこの
部分に込められた渇きと,聞こえてくるツグミの
声が想像させる水の音,そしてそれに暗示される
楽園喪失のテーマがひびくこの29行の中の鳥の声
の注として,エリオットがなにげなく引用したよ
うに見えるこのHandbookofBirdsを手がかり
に,何かを読みとろうとしたのが,そのときの試
みであったが,ゴードンの記述だけでは,筆者の
想像を例証するに足りなかった｡以下で述べるよ
うに,実際に引用された詩や手紙の引用部分が少
なすぎることから,ゴードンの伝記は,-1)オッ
トと母親に共通するモティーフや,母親と息子の
幸福で親密な関係を,暗示するだけで終わってい
るきらいがある｡ゴードンによれば,セントルイ
スには既に産業化の波が押し寄せ,都市生活や政
治の堕落を生みつつあったが,エリオットはそう
した世界の空気には触れずに,幸福な幼少年期を
送ったことが述べられている｡
Eliothadaremarkablyhappychildhoodand
duringhisadolescensehismotherwaslikelyto
haveprotectedhimasfaraspossiblefromthese
jarringaspectsofthenewAmerica.(Cordon,
p.14)
この記述は,母や4人の姉たちに囲まれて青年
となったエリオットの幸福な家庭環境をうかがわ
せるこのコレクションの手紙や写真,特に,毎年
夏を過ごしたグロスターの海辺の別荘での数多く
の写真を見ると実感をもって想像できる｡また,
いくつかの伝記や,Burtrand Russelおよび
OttolineMorrelらの自伝や回想録,伝記などか
ら,エリオットの後の生活がかなり詳しく知られ
るようになった今,もういちど l`Vater-dripping
song'のモティーフを考えると,筆者の推測の枠
組は,今後の検証に耐えるのではないかと思って
いる｡
さて,母親のScrapbookの話に戻ると,そのカ
タログ上の説明は次のようになっている｡
Box1.env,10.Eliot,Charlote(Stearns),1843
-1929.PoemsbyC.C.E.[CharlotteChampEliot],
motherofThomasStearnsEliot,thepoet,
writtenmainlyfortheChristianRegister.
ClippingspastedinherpersonalScrapBook
keptbyher,towhichsheaddedsomepoems
publishedbyWiliamGreenleafEliot,Sr.
続いて,このスクラップに収められた65篇の詩
のタイトルが記されているが,このうちゴードン
の伝記の中で具体的に触れられているのは9篇,
しかしそのいずれも,ほんのわずかの部分の引用
にとどめられており,最も長いもので2行半,そ
して,多くの場合は1行以下か,ほとんどパラフ
レーズの形で述べられているだけである｡引用さ
れてい るものの うち,"Giordano Bruno in
Prison"はエ リオットの"Prufrock"と,また,
"TheMaster'sWelcome,""Charadeofthe
Season"お よび"The Three Kings"は Tjle
WasteLandと共通のテーマやモティーフを持つ
ことが指摘されているが,引用されていない56篇
のうち,"Prufrock"とTheWasteLandの両方
に関連性をもつものとしてもう1篇,"TheRais･
ingofLazarus"というタイトルを挙げておきた
い｡
この48行からなる詩は,同じページのこの詩の
右側に貼られた〃ForceandGod"という作品に
ブルーのインクで書きこまれた"Åug.1887"とい
う日付から類推して,ほぼ同年の作品と考えられ
るが,これは-1オットが生まれる前年である｡
そして,このスクラップブックに貼られた詩の順
番がほは年代順であると考えるならは,この
"TheRaisingofLazarusM以前に発表されたも
の22篇,以後のもの42篇であって,エリオットが
生まれてからも,母親Charlotteは,次々に詩を発
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表 し続けていたことになる｡ちなみに,"The
Master'sWelcome"は13番目,"Charadesofthe
Season"は18番目,"TheThreeKingsMは27番目
の作品として収められている｡
このことと,エ リオットが16歳のとき書いた
…ALyric"(1905)にまつわるエピソードとして,
PoemsWriteninEarlyYouth(1967)の前書き
("Note")の中でエリオット夫人が書き残してい
る話とを考え合わせると興味深い｡
Twoincidentsconnectedwith"ALyric"re一
mainedinthepoet'smind.Thesestanzasin
imitationofBenJonsonweredoneasaschool
exercisewhenhewassixteen."MyEnglish
master,whohadsethisclassthetaskofpro-
ducingsomeverse,wasmuchimpressedand
askedwhetherIhadhadanyhelpfrom some
elderperson.Surprised,Iassuredhimthatthey
werewholyunaided." Theywereprintedinthe
schoolpaper,SmithAcademyRecoyd,buthedid
notmentionthem tohisfamily.…Sometime
latertheissuewasshowntomyMother,andshe
remarked(wewerewalkingalongBeaumont
StreetinSt.Louis)thatshethoughtthembetter
thananythinginverseshehadeverwritten.I
knewwhatherversemeanttoher,Wedidnot
discussthematterfurther."(p.vi)
この"Iknewwhatherversemeanttoher."
というエリオットの言葉には,掲載されたものだ
けで60篇を上まわる母親の詩作-の情熱と,その
情熱の限界を思い起こす彼の気持ちが込められて
いる｡このエリオットと母親との精神面および詩
作上の深いつながりというテーマは,今後,十分
なテクスト上の比較が許されるようになれは試み
られるべき重要なポイントであるように思われ
る｡
以上が,エリオットの母親の作品に関する,要
点のみの報告である｡これ以外の資料で特に重要
と思われ る ものを,未見ではあるがFamily
Papersのカタログからひろってみると,Items
(58)-(124):Miscelaneouscorrespondenceと分
類された67通の手紙がある.カタログによれば,
この中には,エリオット9歳のときの手紙をはじ
めとし,伝記的に重要な時期にあたる1914年から
23年頃までのエ リオットの手紙約20通 (うち,
HarrietMonroeあて9通,パウンドあて1通)を
含む｡その他は,エリオットの家族,親戚の手紙
や友人からのエリオットあての手紙である｡
2 BergCoHection,NewYorkPub一icLibrary
ニューヨ-ク市立図書館が,TheWasteLand
をはじめとする初期の多くの詩の原稿類を所蔵し
ていることを発表して,英米の研究者を驚かせた
のは1968年10月25日のことである｡
この図書館のバーグ･コレクションが,もと
JohnQuinn所有のこの原稿群を入手していたの
は1958年のことであるという｡しかし,その事実
は,まだ生きていたエリオットにも知らされない
まま10年間全く公表されず,これらの原稿をはじ
めとするさまざまな作家の原稿や近代絵画のコレ
クターであったジョン･クイソの伝記が出版され
る直前の1968年10月末になってはじめて発表され
たわけである｡クイソの伝記出版の日である11月
7日にあわせて同図書館は特別展示を行い,未発
表のNotebookや TheWasteLandの原稿など
が一般に公開された｡そして翌年3月から,研究
者への閲覧が許可されるようになった｡このうち,
ThelyasteLand関係の57枚の原稿は,1971年に
なって,そのファクシミリが出版されたので,こ
こでは論じない｡
このバーグ･コレクションに所属する資料は,
多 くの未発表作品を含む初期の詩 (1917年の
Pyufrock詩集 と1919年か ら1920年 にかけての
Poems,そして1922年の ThelVasteLand)の原
稿であり,手紙などの伝記的資料は含まれない｡
手紙等を所蔵するのはManuscriptDivisionであ
り,ここには現在,かなりの数のエリオットの手
舵 (AmericanLiteya7yMamiSCriptsによれば199
逮)が保管されている｡
クイソの死後,遺言に従って,さまざまな人物
からの彼あての手紙のうち重要なもののタイプコ
ピーが作られ,13巻に製本されて,1936年12月に
ニューヨーク市立図書館に寄贈された01938年か
らは制限つきながらこれが公開され,その中に-
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リオットの手紙22通と6通の海外電報が存在する
ことが既に知られていた｡そして,この中の6通
の手紙の文面によって,1922年に確かに,現在バ
ーグ･コレクショソが所蔵する原稿規をクインが
受けとっていたことが知られていた｡しかし,1923
年と1924年の,クイソのコレクションの競売目錠
にはこれらが記載されず,1924年のクイソの死に
よって,以後,特にEzraPoundが大きく手を入
れたということが知られていた ThetyasteLand
の原稿の所在が大きな謎となっていた｡
このバーグ･コレクションの原稿が発表された
際,TheTimesLile71aYySupplementの11月7日
号にDonaldGalupによる"The L`ost'Manu-
scriptsofT.S.Eljot日という書誌的紹介が掲載さ
れ,これに手が加えられて,TheBuletinofthe
NewYorkPlLblicLibra7yの12月号に同名の論文
が収録された｡以後,この原稿をめぐってさまざ
まな文章が書かれているが,この資料全体にわた
ってのこれ以上まとまった書誌的記述はないよう
で,エリオットの原稿を求めで訪れる研究者に目
録として手渡されるのも,12べ-ジにわたるこの
論文である｡
ここでは,このギャラップの記述をもとに,主
としてエ リオットの未発表のNotebookに収め
られた作品のみについて述べることにする｡ノー
トブック以外に,さまざまな紙に書かれた,主と
して1920年の詩集に関連する56枚の原稿が存在す
るが,これらはいずれも未見であり,筆者が実際
にメモをとったのは,このノートに書き込まれた
詩のみである｡なお,バーグ･コレクションの閲
覧室で資料を請求すると,まずこれらの原稿のゼ
ロックス･コピーを手渡されるが,解読その他の
理由で必要な場合は,特別な手続きなしで実物を
請求することができる｡
さて,このNotebookは20.5×17cmの,はじめ
から製本されていたノートで,茶色のコ-ネル付
き背革製,そして天,地,小口の三面がマーブル
になっているものである｡表紙の裏側に残る,店
の小さなラベルから,エリオット家の別荘のある
グロスターで購入されたことがわかるが,その時
期は1910年の1月から4月の問であると推測され
る｡そして,この年の秋に,エリオットはパリに
留学している｡
彼 はは じめ,この ノ ー トの タイ トル を
"INVENTIONS/OFTHE/MARCHHARE"と
し,表紙をめくって2枚 目の遊び紙に,この字を
大きく書き込んでいるが,のちにこれを横線で消
している｡そして,その前の見返しにあたる遊び
紙に,新しく,HCoMPLETEPoEMSOF/T.S.Eliot."
と書き,その下に,現在われわれがPruf710Ck詩集
に見ることのできるのと同じJeanVerdenalへ
の献辞 (ただしダンテからの引用文が,今のもの
より1行だけ多い)が記されている｡
このノートは,本来74枚144ページを含んでいた
はずであるが,12枚24ページ分がエリオットによ
り切りとられており,また空白のままのページが
いくつもあって,実際に詩が書きこまれているの
は52ページ分である｡
この52ページと,問に挿入された5枚の紙に書
かれた詩の総数は34,そのうち発表された詩の部
分をなすもの12点で,これは現在の詩の形で言う
と 6篇 (Conversation Galante,Preludes,
PortraitofaLady,TheLoveSongoり.Alfred
Prufrock,MorningattheWindowと,Poems
Writen in Early Youlhに収め られたHu･
mouresque)となり,残 りの22点が未発表作品で
ある｡
この22点は,ゴードンのEliot'sEarlyYewsの
中ですべて触れられているが,これらは,さきの
母親の詩の場合と同じく,あるいはそれ以上に,
ほんのわずかの部分的引用しか行われておらず,
ライブラリアンの話によれは,現在のところそれ
がェリオット夫人の方針であるという｡従って,
よほどの論点を持たないかぎり,これらの未発表
作品の引用は許可されないだろうと思われる｡
このノートを実際に見て,一番印象に残るのは
パリ渡航ののちに起きた,エリオットの筆跡の変
化である.ゴードンも指摘するように,/く1)での
留学生活の約2カ月目にあたる1910年11月頃,エリ
オットの筆跡は大きく変化するのだが,気にかか
るのは,この変化が大変明確なことである｡この
変化は,執筆の時期が記入されていない作品の成
立年代を推定する手がか りとなるのであるが,
1910年11月以前の彼の字は,現在出版されている
ThelyasEeLandのファクシミリに見るように,
かどの丸い,横の流れを印象づける尾を引いた小
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さな字の連なりであって,これが11月以降は,ゴ
-ドンが"spikyParishand"と呼ぶ,タテに長く
とがった,垂直の線の流れを強調した字に変わる
のである｡
1910年10月という日付が加えられている,15べ
-ジ目の"PreludesinRoxburyHまでは,それま
での彼の字とほとんど変わらないが,1910年11月
の日付が書き込まれている"PortraitofaLady,
Ⅰ'の頃からこの傾向が始まり,"Prufrockamong
WomenHという副題の付いた"TheLoveSong
of∫.AlfredPrufrock"(n.d.)の最初の部分や,
"InterludeinLondon"(1911年4月)などに,その
傾向が著しい｡そして,興味深いことに,筆跡上
の変化が起きたちょうど1年後,つまり彼が--
ヴァ-ドのもとの生活に戻った頃には,彼の筆跡
ももとに戻っているのである｡そして,この時期
以後,1914年までの約2年間,彼の詩作は空白期
をむかえるのである｡
こうした変化をどう考えるかということは,請
の内容というテクストの事実と,彼の生活という
テクスト外の事実を併せて解釈するしかないが,
そのきっかけと考えられる事情は,現在の段階で
は特定できない｡のびやかな言葉の流れとひびき
を感 じさせ る独特 の音 楽 を持 った,この
"PortraitofaLadyMと"Prufrock"とを中心と
する一時期の詩に,筆跡上の著しい特徴が見られ
ること,そして,ニューイングランドに戻って以
後,詩作の勢いがほとんど失われてしまったこと
を考えると,パリの生活が若き日のエリオットに
与えた影響の大きさというものを考えざるをえな
いoそして,この変化の背後に,/く1)の環篤とい
う一般的要因だけでない,何か特別な変化があっ
たのかどうか,さまざまな推測を呼ぶところであ
る｡
最後に,この点だけは指摘のプライオリティを
確保しておきたいのだが,それは,このノートに
書き込まれた作品のタイトルに,音楽の形式を指
す言葉や,楽曲の型を示す言葉が,かなり多用さ
れていることである｡晩年のFourQuartetsに見
られる,音楽形式に摸した詩の枠組という点は,
既に論ずるまでもないことであるが,最初期のこ
れらの詩に見られる,音楽に関連したタイトルの
多用という事実は,指摘するに足ることと思われ
る｡以下,このノートに書かれた詩および同時期
の作品のタイトルを列記する｡
FirstCapriceinNorthCambridge
FourthCapriceinMontpamase
Opera
PreludeinRoxbury
InterludeinLondon
InterludeinaBar
Suite.C1ounesque,トⅠH
Humouresque
Barcarole
RhapsodyonaWindyNight
TheLoveSongofJ.AlfredPrufrock
エリオットの作品の音楽性,また彼が詩作上の
根本的な関心として持っていた音楽芸術との類縁
関係というものは,"MusicofPoetry"(1954)と
いう後年のエッセイから考えても,かなり重要な
考察点であり,筆者はいずれ,TheWasteLand
のもつ今世紀初頭の音楽 (特にストラヴィンスキ
ー)との類縁性を論じてみたいと考えている｡
以上が BergColection所蔵の未発表ノートに
ついての観察である｡ここでは論点を列挙したに
とどまるが,このうちのいくつかについては,普
た稿を改めて論じたいと思う｡
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